
Vol.８ 産直交流・杉山こしひかり『田植え交流会』

もっと知りたい！商品のこと

発行：コープさが生協 お問合せは、事業部まで ＴＥＬ 0952-36-7011

訪問日： 2026年 5月 16日（ 土 ）

佐賀市富士町杉山地区は、脊振山地北西部の標高500～600ｍにあり、稲作を中心
とした農山村の棚田地域です。

昼夜間の気温の差が大きく、山々から湧き出る冷たい水でお米を育てています。
また、栽培方法にもこだわっており研究会を発足し苗づくりや生育判断等の研修を

行い安全・安心な農作物の生産や環境に配慮した米作りを心がけています。
農作物を荒らす鳥獣（猪・あらいぐまなど）が圃場に入り稲を踏み潰したりするので
対策をされています。

２０１０年１月２９日に、コープさが生協とJAさが富士町との「富士町産産直米
協定」を締結し、将来に向けた「お山のお米」の安定供給と利用普及に取り組むこと
を確認しました。

お天気に恵まれ田植え交流会が開催されました。
苗の取り扱い方・植える位置などを教えて頂いた後、圃場に向かいました。
おたまじゃくしやカエルがいる田んぼに入り、JAの方の指示のもと苗を植えてい
きました。大人も子どもも貴重な体験となりました。

集合写真入れ
てください

今回のレポート担当は 第１支所エリアくみかつスタッフ

杉山こしひかりは、＜第９回九
州のお米食味コンクールin宮若＞の

「県推奨品種部門」において２名
が受賞、さらに＜第２７回米・食
味鑑定コンクール：国際大会inつく

ばみらい＞の「都道府県・海外地
域代表お米選手権」にて金賞を受
賞されました。

産直レポート

田植えの説明 ひもに沿って横一列で植えます

自然が豊かな田んぼです

カエルは子ども達に
大人気

集合写真


